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鉄道弘済会（昭和 7 年（1932）設立）が上野駅・東京駅構内に物
品販売を行う店を設置したのが始まりです。当初は、国有鉄道の
業務に従事し、公傷により退職した鉄道従事者等の救済・援助が
目的でした。「キヨスク」という名称は昭和 48 年（1973）に、「東
屋」を意味するトルコ語に「清く、気安く」という意味をかけてつけ
られました。現在の「キオスク」の名称に変わったのは、平成 19 年

（2007）、「東日本キヨスク」（旧社名）の変更の際に“KIOSK”を
発音どおり「キオスク」に改称しました（JR 東日本リテールネットのみ）。▲東京駅高架下に設置

　された売店 　
　写真提供 : 鉄道弘済会

日本で初めて駅の売店（現キオスク）が設置された駅 上野駅 15 
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かつてここから始まった“○○発祥の地”現存していないが当時注目の“日本で初”
江戸の面影が残る台東区には、“発祥の地”が
たくさんあります。一度訪れてみませんか！？

完成当時、人気・注目を集めた“日本で初”を
ご紹介します！！

松屋浅草の開店（昭和 6 年（1931））と同時に屋上に開
園した「スポーツランド」
は、常設による屋上遊園
地としては日本初です。それまで浅草は大人の歓楽地で、
子どもが安心して遊べる場所が少なかったため、好評でし
た。小動物園、自動木馬をはじめとする遊戯施設に加え、
特にロープウェイ“航空艇”は屋上の両端を往復、眼下に隅
田川が見渡せるということもあって大人気でした。▲当時人気のあった屋上の豆汽車

　写真提供：株式会社松屋

松屋浅草屋上「スポーツランド」
日本初の屋上遊園地20 

▲昭和 6 年完成当時の松屋浅草全景

明治 23 年（1890）11 月、赤煉瓦づくりの凌雲閣（通称・浅草十二階）
が浅草に誕生しました。当時 12 階建ての建築物は珍しく、モダンで、
歓楽街・浅草の顔でもありました。高さ 52 ｍという、当時としては
驚異的な高さを誇る八角形のその高塔には、日本で最初の電動式エ
レベーターが設置されました。残念ながら大正12 年（1923）の関東
大震災によって、建物の 8 階部分より上が崩落し、最後を遂げました。

◀浅草凌雲閣
写真提供：下町風俗資料館

日本初のエレベーター 浅草凌雲閣（十二階） 18 

日本の道路に最初に登場した交通信号機は、大正 8 年
（1919）、現在の松坂屋上野店前「上野広小路交差点」に設
置された「信号標板」です。これは「進メ」と「止レ」の 2 つの
標板を付けただけの手動式標識で、交通整理を行う警察官
の挙手による合図の補助として使われていました。

▲現在の上野広小路交差点

日本で初めて「信号」が設置された交差点 上野広小路交差点 17

明治 33 年（1900）9 月、それまで電信局・電話局内にしか置かれていなかっ
た公衆電話が、初めて局外へ出て上野駅・新橋駅の両駅に設置されました。
以後、その数は次第に増え、明治末には全国で 463 台を数えました。当時
は「自働電話」と呼ばれていましたが、これはアメリカの街頭電話に表示され
ていた「オートマティックテレホン」を直訳したものといわれています。

日本で初めての街頭公衆電話 上野駅

◀当時の自働電話機　資料提供：NTT 東日本

 16

▲大正期、改築後の電気館
写真提供：下町風俗資料館

明治 36 年（1903）、日本初の常設映画館として、浅草六区興業街（現
在の六区ブロードウェイ）に誕生しました。
それまでの映画は上映機を各会場に移動して上映することが大半で
したが、「電気館」は初めて映画上映だけ行う専門の映画館として
オープンしました。電気館の成功はそれ以降の映画館の普及に多大
な影響を与え、昭和 51 年（1976）の閉鎖まで、浅草六区の中心的
ランドマークとして浅草の賑わいに貢献しました。

日本初の常設映画館 電気館 19

日本人による初の自転車競技は、明治 31 年（1898）に上野不忍池畔で開かれた大日本
双輪倶楽部主催による自転車競走会です。ちなみに、大日本双輪倶楽部は、明治から戦
前にかけて発行された日刊紙「二六新報」の創設者、秋山定輔により、明治 28 年（1895）
に発足した自転車クラブです。

自転車競技発祥の地 上野不忍池畔22

駅伝発祥の地の記念碑▶

大正 6 年（1917）、京都―東京間 508km・全 23 区間で 3 日間に
わたり行われた「東海道駅伝徒歩競走」が、日本の駅伝の始まりと
いわれています。このときゴールとなったのが東京・上野不忍池付
近にあった博覧会場の正面玄関で、現在は、不忍池の弁天堂近くの
池畔に「駅伝の歴史ここに始まる」と刻まれた〈駅伝の碑〉がありま
す。

「駅伝の歴史」―駅伝発祥の地 上野不忍池畔21

奈良時代の 730 年創建と、都内で最も古い稲荷社である下谷神
社はまた、〈寄席発祥の地〉としても有名です。これは寛政 10 年

（1798）、当時、馬喰町で櫛職人をしていた京屋又五郎（のちの初
代三笑亭可楽）が「山生亭花楽」と名乗って下谷稲荷神社（現・下谷
神社）の境内で、初めて入場料を取って庶民に落語を聞かせたこと
に由来します。娯楽の少ない江戸時代、寄席は江戸庶民に大変な
人気で、瞬く間に広がりました。

江戸寄席発祥の地 下谷神社

▲寄席発祥の地碑
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春日通りの「三筋二丁目交差点」の南東角に設置されている
のは〈川柳発祥の地〉の石碑です。江戸中期、この付近で、当
時高名な前句付けの点者でのちに川柳の創始者とされる柄
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句合を興行したことに由来します。なお、ここから１ブロック
東には柄井家の菩提寺、天台宗龍寶寺があり、今でも彼を偲
ぶ川柳家有志により毎年、「川柳忌」が営まれています。

川柳発祥の地 三筋二丁目交差点

▲川柳発祥の地碑

27

区立松葉小学校の東隣りにある松葉公園には、〈ラジオ体操中
継放送再開発祥の地記念〉プレートが設置されています。これ
は敗戦の影響で昭和 22 年（1947）8 月 31日の放送でもって
一時中断された日本放送協会（NHK）によるラジオ体操の全国
放送が、同 26 年（1951）5 月 6 日に再開され、翌 27 年（1952）
6 月 28 日、ここから全国に向け、中継放送再開の第一声が
放送されたのを記念して設置されたものです。

ラジオ体操中継放送再開発祥の地 松葉公園

▲ラジオ体操中継放送再開
発祥の地記念プレート
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現代では世界的なスポーツである「柔道」は、明治 15 年（1882）、
講道館創始者の嘉

か

納
のう

治
じ

五
ご

郎
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が東上野にある永昌寺に下宿し、友人
や門弟らと稽古を始めたのが始まりといわれています。当時の建物
は関東大震災により焼失してしまったため今では見られませんが、
境内には、治五郎没後 30 年に当たる昭和 43 年（1968）、「講道館
柔道発祥之地」と刻まれた石碑が建てられました。

▲講道館柔道発祥之地碑

講道館柔道発祥の地 永昌寺25

日本で初めての喫茶店「可否茶館」が鄭
ていえいけい

永慶（別名・西村鶴吉）に
よって明治 21 年（1888）4 月、現在の上野 1丁目 1 番地に建て
られました。当初の可否茶館は木造 2 階建ての洋館で、トラン
プやビリヤードなどの娯楽品、国内外の新聞や書籍のほか、化
粧室やシャワー室なども備えられていました。今では企業ビルと
なっている跡地の一画に、平成 20 年（2008）4 月、〈日本最初
の喫茶店跡地〉の碑が設置されました。

日本最初の喫茶店発祥の地 可
か ひ

否茶
さ

館
か ん

跡

▲日本最初の喫茶店跡地碑
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桜 イーツス
春特選！

この春、お花見だけでなく、桜のスイーツも楽しんでみま
せんか！？ この時期限定や、桜の香りのスイーツはどれも絶
品です！ お花見の帰りのお土産にも喜ばれること受け合い
です！ 是非お気に入りを見つけてください！

浅草満願堂「江戸きんつば桜」
桜葉をきんつばあんに練り込み、ほんのり桜
色の生地で包み焼き上げました。桜の香りと
あんが織りなす春の味わいをお楽しみくださ
い。 195 円 （1 個）

小桜 浅草本店
「かりんとう（ゆめじ・さくら）」

あんみつ みはし 
上野本店

「桜あんみつ」

船橋屋「お花見あんみつ」
風味豊かな桜餡を使用した季節限定商品。

573 円（1 個） 

舟和 「あんこ玉  桜」
舟和の代表商品あんこ玉の季節限定
バージョン。 108 円（1 個）

菓匠 みとわ 「みとわ さくら」
うすく焼き上げた風味豊かなラングドシャ
にほんのり桜が香る軽い口どけの淡雪を重
ねました。 （５枚／683円、10 枚／1,150 円）

〈4 月上旬まで期間限定〉

竹隆庵岡埜 「桜ぷりん」
桃風味のゼリーとヨーグルトプリン
を二層に流し、華やかな桜花を一
輪添えた、季節感あふれる限定商
品です。330 円（1 個）

〈季節商品のため、なくなり次第終了〉

新宿高野 「ＳＡＫＵＲＡ」
よもぎ風味のムース、スポンジ、さくらもち風味
のムースを重ね、さくら風味のジュレ＆プリンと
果物をトッピングした春を感じるスイーツです。 
540 円（1 個）　〈4 月 2 日（日）まで期間限定〉

舟和 「桜餅」
桜の香りとあんの味を一層引き立
てるため、生地の甘さを抑え、も
ちもちとした生地に仕上げました。
この時季にしかない限定商品です。
152 円 （1 個）

（税込みの値段です）

【松坂屋上野店】
所 上野 3-29-5　参 P3-MAP
☎ 03-3832-1111（大代表）営 10:00 〜 20:00
休 無休（元日のみ休み）
HP http://www.matsuzakaya.co.jp/ueno/

【小桜 浅草本店】
所 浅草 4-14-10　☎ 03-5603-5390　営 10:00 〜 17:30　休 日曜日
徒 浅草駅より徒歩約 12 分　参 P3-MAP

【あんみつ みはし 上野本店】
所 上野 4-9-7　☎ 03-3831-0384　
営 10:30 〜 21:30（L.O.21:00）　休 不定休
徒 JR 上野駅　不忍口から徒歩 3 分　参 P3-MAP
HP http://www.mihashi.co.jp

浅草の老舗料亭「福し満
ま

」の手土産として生まれ、東京三大かりん
とうの一つに数えられる小桜のかりんとう。上質な素材と手作りの
伝統を今も守り続けています。優しい甘さと胡麻風味の「ゆめじ（細
口）」と、上品な甘みと桜の塩漬けの優しい味で、桜の風味香る「さ
くら」、いくら食べても飽きがこないあっさりとした風味で、指でつ
まめる一口サイズのかりんとうです。この他にも白太、黒太、きな粉、
メープルなどの味わいが楽しめます。お土産にも喜ばれます！
ゆめじ・さくら詰め合わせ  756 円（1 個）

昭和 23 年創業の「みはし 上野
本店」。戦後、苦労して入手した
砂糖や小豆で作られたお汁粉や
あんみつが喜ばれ、以来、素材
の全てにこだわり、素材の調和
を大切にし、今も上野で愛され続けています。あんみつのメニュー
も豊富ですが、甘味以外に軽いお食事もできます。この時期、桜
の花の塩漬けを使用し、ほどよい塩味とやさしい春の香りの桜アイ
スが入る“桜あんみつ”がおすすめです！
上野公園のお花見や上野動物園などの帰りに「日本一のあんみつ」
を是非召し上がってみませんか？
あんみつが入るかわいい白い器は、美濃焼のみはしオリジナルの器

だそうです。桜を見た後に、この素敵な器も眺
めてみてはいかがですか！？
桜あんみつ　650 円

〈販売期間　3 月 6 日（月）～ 4 月末（予定）〉

▲紺地に小さな桜の花が
　粋なデザインの包装紙

▲上品な甘さの「ゆめじ」（左）と「さくら」（右）

「松屋浅草」厳選桜スイーツ

「松坂屋上野店」厳選桜スイーツ

【松屋浅草】
所 花川戸 1-4-1　参 P3-MAP
☎ 03-3842-1111（大代表）営 10:00 〜 20:00
休 不定休（詳細はお問い合わせください）
HP http://www.matsuya.com/m_asakusa/

プレゼント➡ P6

プレゼント➡ P6

プレゼント➡ P6クーポン➡ P6

▲季節限定の「桜あんみつ」

〈全て 3 月 22 日（水）～ 3 月 31日（金）まで期間限定〉

（上野1-1-10）

（松が谷1-12-6）

（東上野5-1-2）

（東上野3-29-8）


